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飛騨署
（各署の景勝地等を紹介）
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歩道と湿原
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しろ うま だけ

　

指
定
さ
れ
た
区
域
は
、
飛
騨
市
が
所
有
す
る

宮
川
町
地
内
の
池
ヶ
原
湿
原
周
辺
の
森
林
（
約

十
三
㌶
）
で
す
。

　

当
該
湿
原
は
、
奥
飛
騨
数
河
流
葉
県
立
公
園

内
に
あ
る
低
層
湿
原
で
、
標
高
一
千
㍍
の
準
平

原
（
ニ
コ
イ
高
原
）
の
中
央
部
に
位
置
し
、
岐

阜
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

春
、
四
月
下
旬
か
ら
五
月
上
旬
に
か
け
て
、

約
六
㌶
の
湿
原
に
雪
解
け
を
待
っ
て
い
た
か
の

よ
う
に
、
三
十
万
～
四
十
万
株
も
の
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
が
一
斉
に
咲
き
始
め
、
黄
色
の
花
を
つ

け
る
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
と
織
り
な
す
風
景
は
壮
観

で
す
。
こ
の
他
に
も
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
、
キ
ク
サ
ギ

イ
チ
ゲ
な
ど
の
名
脇
役
達
も
湿
原
を
彩
り
ま

す
。

　

夏
は
、
湿
原
に

吹
き
渡
る
風
が
爽

や
か
で
、
秋
に
は

草
紅
葉
や
シ
ラ
カ

ン
バ
の
紅
葉
で
彩

ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
湿
原
に
隣

接
す
る
向
洞
国
有

林
は
、
湿
原
の
背

景
林
と
し
て
池
ヶ

原
風
景
林
と
し
て

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
森
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
湿
原

へ
の
水
の
供
給
と
景
観
の
保
全
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
ま
す
。

◆
岐
阜
の
宝
も
の
に
認
定

　

池
ヶ
原
湿
原
は
、
岐
阜
の
宝
も
の
認
定
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
同
じ
飛
騨
市
の
天
生
湿

原
（
天
生
国
有
林
内
）
と
深
洞
湿
原
（
金
木
戸

国
有
林
内
）
を
合
わ
せ
、「
天
生
県
立
自
然
公

園
と
三
湿
原
回
廊
」
と
し
て
、
平
成
二
十
年
八

月
に
「
じ
ま
ん
の
原
石
」、
平
成
二
十
二
年
二

月
に
「
明
日
の
宝
も
の
」、
そ
し
て
平
成

二
十
三
年
十
月
に
「
岐
阜
の
宝
も
の
」
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
地
域
起
こ
し
の
一
つ
と

し
て
一
層
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
所
在
地　

　

岐
阜
県
飛
騨
市

◆
ア
ク
セ
ス

　
［
自
家
用
車
］

　

◎�

Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
打
保
駅
近
く
の
塩
釜
金
清

神
社
付
近
か
ら
林
道
（
洞
数
河
線
）
を
車

で
約
二
〇
分
。

　
　

�

池
ヶ
原
湿
原
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
洞
数

河
線
の
冬
期
閉
鎖
期
間
（
十
一
月
下
旬
～

翌
年
四
月
中
旬
）

咲
き
乱
れ
る
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
群

 

［
飛
騨
署
］
本
年
六
月
九
日
（
土
）
に
当
署
管

内
の
飛
騨
市
神
岡
町
森
茂
地
区
に
お
い
て
、

「
第
四
十
一
回
岐
阜
県
み
ど
り
の
祭
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
県
は
、
こ
の
日
に
合
わ
せ
、

県
下
で
三
番
目
と
な
る
魚
つ
き
保
安
林
を
指
定

し
ま
し
た
。

ミズバショウとリュウキンカ

歩道と湿原

キクサギイチゲ

上記マップの出典：北飛騨の森をあるこうHPより
（承諾済み）


